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      時測定研究） 
 
 

 経頭蓋磁気刺激-脳波同時計測法（TMS-EEG法）とTMSの刺激法の一つである短潜時求

心性抑制（SAI）を組み合わせることで大脳皮質の抑制機能を評価できる。本研究では軽

度認知障害（MCI）の背外側前頭前野（DLPFC）における皮質抑制機能について、SAIに

よる皮質抑制効果を指標としてTMS-EEG法で検討した。その結果、MCIでは高齢健常者

に比してSAIによる皮質抑制効果が減弱しており、その程度は近時記憶機能と相関するこ

とがわかった。 

 審査では、SAIの機序について問われ、体性感覚野への感覚入力が皮質-皮質間で伝播

するか、もしくは視床からDLPFCへの直接連絡によって最終的にバスケット細胞にシナ

プス接続して、皮質が抑制されると考えられていると回答された。DLPFCに着目した理

由を問われ、より認知機能と関わるDLPFC領域におけるSAIの抑制効果を確認するためと

回答された。SAIの抑制効果は皮質間で差があるか指摘を受け、体性感覚野からの伝播経

路が異なるため、SAIの効果も差があると推測していると回答された。この回答について

は、アルツハイマー病の病理伝播と関連して領域によって差があると想定することもで

きる、と助言を受けた。さらにSAIの機序について、SAIがアセチルコリン経路で担われ

ているとすると、DLPFCに投射する視床背内側核にはコリン作動性ニューロンが存在し

ないため、体性感覚野からの伝播のほうが仮説として受け入れやすいと示唆された。設

定した刺激間隔の妥当性を問われ、先行研究に基づいたものと回答された。近時記憶機

能に着目した理由を問われ、MCIを特徴付ける認知機能であるため、と回答された。研究

の新規性について問われ、MCIに対してTMS-EEG法でSAIの抑制効果を検討した初めて

の研究であると回答された。電位の差分同士を比較することの妥当性を問われ、比率を

比較する方法もあったと回答された。認知機能検査評点など正規分布とは限らない離散

値に対するstudent’s t testの使用は適切ではない旨も指摘された。DLPFC局所の反応につ

いて問われ、局所平均電場を用いた検討ではMCIと高齢健常者間で有意な差がなかったと

回答された。DLPFCが刺激部位として適切かどうかは本研究では結論が出せず今後の課

題とされた。コリンエステラーゼ阻害薬の影響について問われ、内服者と非内服者では

SAIの抑制効果に差がなかったと回答された。総じて、仮説として不十分な点があるため

MCIのコリン作動性神経機能の異常を検討した、とするのではなく、MCIにおいてSAIに

よる抑制効果がTMS-EEGで確認できるか検証した、という研究として報告する方が理解

しやすいと指導を受けた。 

 以上、本研究は仮説に限界があるものの、MCIに対してTMS-EEG法を用いて皮質抑制

効果の減弱を示唆した研究として評価された。  
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